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1 はじめに
自転車やPCなどの複数部品からなる製品のレビュー
では，多くのレビューにおいて，製品や製品の各部品
に対する意見が，混在している．よって，特定の部品
に関するレビューを効率よく収集するには，そのため
の支援システムが必要である．
本研究の目的は，主に複数部品から構成される製品
において，部品別の意見収集を容易にし，製品購入検
討時の製品選択を支援することである．本研究では，レ
ビュー内の文（レビュー文）に対し，マルチラベル分
類器によって，文中で言及されている部品名（言及部
品）と評価の視点（評価属性）を付与することで，部
品別意見として抽出することを目指している．
本稿では，レビュー文を部品別意見として抽出する
際のマルチラベル分類時に使用するラベルの抽出方法
について説明する．言及部品および評価属性の組み合
わせの偏りを軽減するための，類似レビュー文生成を
用いたデータ拡張手法について述べる．評価実験とし
て，作成したマルチラベル分類器の分類性能とデータ
拡張割合の関係を示す．

2 ラベル抽出手法
本研究では，レビュー文に対し，言及部品を示すラ
ベル（言及部品ラベル）と評価属性を示すラベル（評
価属性ラベル）を付与することで，製品に対する部品
別意見として抽出した．例えば，ロードバイクに対す
る“ブレーキがすぐに壊れた。”というレビュー文には
言及部品ラベルとして“ブレーキ”ラベルを，評価属
性ラベルとして“耐久性”ラベルを付与する．この際，
製品毎に異なる言及部品および評価属性を考慮するた
めに，2種類のラベルを実際のレビューから抽出した．
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2種類のラベルの抽出手法について説明する．
言及部品ラベルは言及部品ラベル候補，評価属性ラ

ベルは評価属性キーワードから抽出した．言及部品ラ
ベル候補および評価属性キーワードは，パターンマッ
チングによってレビューから抽出した．小林ら [1]はレ
ビュー内の意見が“〈対象〉の〈属性〉は〈評価値〉”
という形で表現されるとした．本研究では，小林らの
手法を参考に“部品Aのデザイン”や“部品 Bが壊れ
た”などの“〈言及部品ラベル候補〉の〈評価属性キー
ワード〉”と“〈言及部品ラベル候補〉が〈評価属性キー
ワード〉”の 2つのパターンを抽出した．また，文字数
が 1文字の語，内容語（名詞，動詞，形容詞）以外の
語，MeCabによる解析の品詞分類 1が一般ではない語
はストップワードとした．このようにして取り出した
言及部品ラベル候補および評価属性キーワードから人
手で言及部品ラベルおよび評価属性ラベルを抽出した．

3 類似レビュー文生成によるデータ拡張
第 2節で抽出した言及部品ラベルおよび評価属性ラ

ベルを人手でレビュー文に付与したところ，言及部品と
評価属性の組み合わせによってデータ内に偏りが生じ
た．訓練データ内の偏りは，分類器の性能を低下させる．
Vosoughiら [2]は，Twitter上のツイートを元にした訓
練データ作成の際，ツイート中の語を類似語と入れ替
えることでデータを拡張した．本研究では，Vosoughi

らが用いたデータ拡張手法を参考に，WordNet[3]によ
る類似語生成をもとにした類似レビュー文生成手法を
用いた．文中の内容語に対する類似語をWordNetか
ら取得し，それらと内容語を入れ替えることで類似レ
ビュー文を生成した．
類似レビュー文生成によるデータ拡張は，次の 4つの

手順で構成されている．手順 1：生成元となるレビュー
文を決定する．言及部品と評価属性の組み合わせのう
ち，属するデータ数がN 以下のものを順に選ぶ．N は
データ総数や，データ内の偏りなどから設定した．手
順 2：レビュー文から内容語を抽出する．形態素解析に
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よって文中の内容語を抽出する．手順 3：内容語を確率
Prで類以語と入れ替える．確率 Prは文中の内容語の
数の逆数とした．それぞれ確率Prで類似語との入れ替
えを施した．手順 4：類似レビュー文とし，データに追
加．元の文の内容語以外の語と合わせて類似レビュー
文とし，元のレビュー文と同じラベルを持つ文として
データに追加する．データ内に既に追加されている文
が生成された場合は，追加しないとした．以上の手順
を属するデータ数がN を超えるまで繰り返した．

4 評価実験と考察
BERTを用いた分類器による，本稿で説明したラベ
ル抽出手法によって抽出したラベルへの分類性能とデー
タ拡張割合の関係を評価した．
評価実験では，ロードバイクのレビュー文 1,000件
に 2種類のラベルを人手で付与したデータセットを利
用した．ロードバイクでは，言及部品ラベルが 14種
類，評価属性ラベルが 7種類となった．データセット
から偏りが少なくなるよう収集した 94件を評価デー
タ，ランダムな 100件を検証データ，残りの 806件を
訓練データとした．訓練データ内で言及部品と評価属
性の組み合わせのうち，属するデータ数がN 以下のも
のに対してデータ数がN になるまで第 3節で説明した
データ拡張を施した．N は 0～100までを 10ずつ変化
させた．BERTの日本語学習済みモデルを用いた 2種
類の分類器をそれぞれの訓練データで作成した．言及
部品分類器では，第 2節で説明した手法によって定め
られた言及部品ラベルの分類を，評価属性分類器では，
評価属性ラベルの分類を行った．それぞれ 20epoch分
の訓練を行い，各分類器の最も損失の少ないモデルを
データ数N におけるモデルとし，評価データによって
分類性能を算出した．
N ̸= 0 の全てで N = 0 の分類性能を上回ったこ
とから，類似レビュー文生成を用いたデータ拡張によ
って分類性能が向上したといえる．今回の実験では，
N = 40, 100 の場合に F1 値が 0.86 で最大となった．
類似レビュー文を訓練データへと追加する際に，類似
度を加味して追加順を変更することで，より少ない訓
練データで分類性能が向上することが予想できる．
各ラベル別では，評価属性ラベルの一部で分類性能
が著しく低くなった．言及部品ラベルでは，”ブレーキ
がよく効く”（ブレーキ）や“すぐパンクした”（タイ
ヤ）など各ラベルに部品名や他の部品では使用されな
い特有の表現が存在する．しかし，評価属性ラベルで
は，“ギアが変えやすい”（操作性）や“新しいタイヤ

0 5 10 15 20
含まれるあ 関連部品が 含まれない

0 5 10 15 20
含まれるあ 関連部品が 含まれない

0 5 10 15 20
含まれるあ 関連部品が 含まれない

価格.com
評価属性

Amazon
言及部品

文字列が一致 意味が一致 一致しない

図 1: 抽出したラベルと ECサイト上項目の一致度

に変えた”（組立・調整）などの汎用的な表現や“変え
る”，“換える”などの表記揺れが多く含まれるラベル
がある．それらのラベルでは分類性能が低い値となっ
た．そのような汎用的な表現と表記揺れを多く持つラ
ベルに対して分類性能を向上させることが今後の課題
である．
抽出したラベルと ECサイト上の部品カテゴリーお

よび評価項目について図 1にまとめる．言及部品ラベ
ルでは，45.0％がラベルと一致し，チェーンとチェー
ンリングなど同部品として言及される部品の意味を考
慮すると 95.0％がラベルと一致した．評価属性ラベル
では，71.4％がラベルと一致した．一致しなかった項
目は走行性能と使用パーツであり，これらは部品別意
見の評価属性として適切ではないといえる．

5 おわりに
本稿では，レビュー文に対し 2種類のラベルを付与

することで，レビューから製品中の特定部品に関する
意見を含む文を抽出する手法について説明した．付与
するラベルをレビューから抽出した．製品種類毎に異
なる部品名や評価属性を考慮し，類似レビュー文生成
を用いたデータ拡張によって，平均 86 ％の精度でレ
ビューから部品別意見を抽出した．レビューから製品
中の各部品に対する意見を抽出することで，レビュー
閲覧による製品選択を支援することが期待される．
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